
「長浜市の未来を守るためI輔議会議員定数の見直しを求

める諸願」

請鷹逸旨              :

私たちのまち、長浜市は、豊かな自然と歴史になまれ、多くの人の思いに支えられ
てきまし

た。しかし今、人口減少や高齢化、財政の厳しさなど、さまざまな課題が私たち
の暮らしに影を

落としています。それでも、私たちはこのまちを守りたい。子どもたちが安心して育ち、年を
重

ねても穏やかに暮らせる、そんな長浜を未来に残したいのです。

そのためには、行政も議会も、今の仕組みを見直し、より効率的で市民に寄り添つ
た体制へ

と進化する必要があります。議会が自ら定数を見直すことは、市民とともに未来を考える第
一

歩です。

よつて、私たちは次期市議会選挙より、市議会驚農定数を現行22名から19名
へ削減するこ

とを、心からお願い申し上げます。

諸願理由

1 交わりゆくまちに、寄り添う議会を

長浜市の人口は、これからますます減つていくと予測されています。それ:1伴い、学校や
公

共施設の統合、地域交通の見直しなど、市民の暮らしも大きく変化しています。こうした変化
に

対応するためには、議会もまた、柔軟で効率的な体制へと変わちていく必要があります。

定数の見直しは、議会が市民の現実に寄り添い、共に歩む姿勢を示すものです。

・ 長浜市の人口は減少を続け.2045年には約87.8,0人、2050年には約82.316人まで
落ち込む見込み。

・  高齢化と物価高騰の中、生活困窮世帯が増加。1日 1食で耐える家庭もある。

・  公共施設の統廃合、医療
B福祉の再編、交通の縮小など、市民は日 『々選択肢のない

暮らし」と血き合つている。

それでも市民は、地域を守るために努力している。では、議会はどうか
?市民が削減と再

編を受iサ入れているのにt議会だけが「現状維持」でいいはずがない。
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2人口規模に見合つた協会ヘ

長浜市の人口は、2005年をピークに減少を続け、2045年には約87,350人、
2050年には約

82,316人まで落ち込む見込みです。全国の同規模の市では、議員定数は平均
19名前後で

あり、長浜市もそれに合わせた見直しが必要です。定数 19名 Iよ、人口規模
と議会運営の市

面から見ても、適正な数です。

と限られた財源を、未来のために

長浜市の財政は、今後ますます厳しくなると見込まれていまサ。議会運営に
かかる車用も、

私たちの税金から支払われています。定数を見直すことで、わずかでもその費用を手育
て支

援や高蛉者福祉など、暮らしに直結する施零に回す
ことができます。

市民の声を大切にする議会だからこそ、未来のたあに一歩踏み出してほしいのです。令和

15年度には市の基金残高が約 177億円にまで半滅する見通し。
|

・ 地方交付税の削減、インフラ更新費の増加、広城負担金の増大など、″政の余力は失
われつつある。
o それでも講会は、報酬B養通費B運営費を維持し続けている。

市民の税金を使う以上、議会はその棟い道に責任を持つ
べきだ9定数肖1減は、議会が「自

らの身を切る改革」を示す唯―の方法です。

市民が公共施設あ統合お地域養通あ見直しを受け入れている今、議会
もまた、同じ覚悟で

未来に向き合うべきです。                   ′

4市民の声をもつと活かすために

議員の数が減つても、市民の声が届かなくなるわけてはありません。むしろ,少数精鋭
の雄

員が責任を持つて主民と向き合い、ICTや意見交換会を活用して、より深
く、より広く声を拾うこ

とができます。今の議会では、議員自らが市民の声を議題にする機会が曝られており、定数を

見直すことで議会の機能を再構築するチヤンスにもなります。

地域ごとの意見交換会や、インタイネットを活用した意見募集など、今の時代に合?た方法

で、より多くの声を集めることができます。幣員一人ひとりが市暴との対話を大切
にし、政策に

活かす姿勢があれば、定数の見直しはむしろ議会の力を高めることに
つながります。定例議会

や委員会では、欠席や辞任があつても審議に東障がない実態がある。
'

・ 発言回数や政策提案の質を見ても〔現定数の維持に合理性は見出せない,
・ 市民の声が議騒に上がる機会は少なく、議員自らが地域課題を提起する姿勢も希薄。
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このままでは、議会は「市民の代表」ではなく「制度の維持者」に成り下がる。議会が自ら
の構

造を変えるべきです。

地域どとの意見交換会や、インターネットを活用した意見募集など、今の時代に合つた方落

で、より多くの声を集めることができます。議員一人ひとウが市民との対話を大切にし、政策に

活かす姿勢があれば、定数の見直しはむしろ議会の力を高めることにつながります。

5。 市民に伝える言葉

「長浜市の人口は、これから8万人台へと向かいます。全国の同規模の市では、議員定数は

平均 19名。私たちのまちも、未来に合わせた議会の姿へと歩み出す時です。」

「19名という定数は、決して市民の声を減らすものではありません。むしろ、責任ある議員が市

民と向き合い、より効率的に政策を進めるための選択です。」

提案内容

・ 市議会議員定数を22名から19名へ郎減。
・ 次期市議会選挙より適用。
・ 市民参加の仕組み(意見交換会、オンライン意見募集等)の強化を併せて進める。
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